
健康で勤労にはげむ明るい町にい疋しましよう。(今金町民憲章〉



品J
第
四
回
臨
時
町
議
会
ガ
八

月
六
日
に
、
第
五
回
臨
時
町

議
会
ガ
八
月
十
三
日
と
開
か

れ
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
、
品
フ
金
火
葬
場

建
設
工
事
請
負
契
約
締
結
に

つ
い
て
等
、
他
六
件
ガ
提
案

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
う
り
可
決
さ
れ
ま
し
芝
。

つ理解/II!I
いに i古今
て関施金
等 す設町

るのテ
条設レ
例置ビ
制及難
定び視
に管聴

金
原
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
解
消
施
設
の

管
理
に
関
す
る
条
例
、
事
業
分
担
金
の

徴
収
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
こ

れ
に
伴
う

一
般
会
計
干
割
が
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

J

圃
今
金
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

今
金
簡
易
水
道
漏
水
調
査
委
託
料
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
に
入
り
給
水
制
限
等
に
よ
り
皆

憾
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た

が
、
鯛
査
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
漏
水

九
箇
所
、
推
定
漏
水
量
一
時
間
当
り
、

二
十
三
ト
ン
が
推
定
こ
内
対
策
的
も

と
に
工
事
を
と
り
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
完
了
は
八
月

一
一件か

か
リ
そ
う
で
す
。

簡易水道、漏水箇所の

修E里をいそいでおリます。

待
望
の
統
合
火
葬
場
が
今
年
中
に
完
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平

肢障ラつ νγ

ロ

t-今金
町
公
営
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

マ
収
入
同
定
義
が
従
来
女
性
向
寡
婦
に

対
し
て
所
得
控
除
町
対
畢
で
あ
り
ま
し

た
が
今
囲
内
改
正
に
よ
り
、
事
と
死
別

又
は
、
離
婚
等
に
よ
る
男
性
的
寡
央
に

も
控
除
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

マ
公
函
住
宅
同
特
定
入
居
の
事
由
が
拡

充
さ
れ
、
既
入
居
者
向
世
帯
構
成
に
呉

動
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
他
的
公
古
住

宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
場

合
に
は
公
募
に
よ
ら
ず
、
そ
の
公
営
住

宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

マ
入
居
者
資
格
と
し
て
の
収
入
内
基
準

が
か
わ
り

第

一
極
公
官
住
宅

1
八
七
千
円
を
超

え
一
四

一
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

第
三
般
公
出
住
宅

l
八
七
千
円
以
下

で
あ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ヤ
収
入
超
過
者
と
し
て
の
収
入
基
準
は

入
居
三
年
後
、
所
得
の
見
直
し
を
し
、

一
定
円
基
準
を
超
え
た
場
合
は
一
定
の

車
を
乗
じ
て
割
増
料
金
を
徴
収
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

-
今
金
町
監
査
委
員
の
選

従
に
つ
い
て

町
監
査
委
只
に

谷

田

隆
氏
(
四
十
九
歳

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

圃
今
金
火
葬
場
建
設
工
事

請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
統
合
火

葬
場
が
着
工
と
な
り
‘
従
来
五
ヶ
所
の

火
葬
場
は
原
拍
的
か
つ
不
便
な
所
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
、
社
会
的
変
化
に
伴

い
、
こ
れ
の
統
合
近
代
化
を
図
リ、
「や

す
ら
さ
苑
L

と
称
し
て
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
概
要

名

称

や
す
ら
き
苑

葬
斎
場

敷
地
面
積

一一一、
六

O
O肘

施
設
規
模
二
六
七

・
七

od

ω炉
等

一

O
O
九
二
日
町

ω待
合
室
等

一
O
六

一
O
M

ωそ
の

他

五

六

-
一
七
ぽ

刷

残

骨

堂

四

・
四

一
耐

火
葬
炉
等

火
葬
炉
型
式

炉

数

二

基

今
金
町

日
本
車
両
式

胞
衣
炉
一
基

徴 ij~ 玲Z
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ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

一
、
一
八

O
肘
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豆
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至
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判
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こ
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な
か
た
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年

度
。〉

検
診
て、、

y 
二匹需手

肝臓 9.5% い

を

15.1% 

子宮がん検診

〆
胃腸病検診/、

小腸 ・大腸 3.9%

直腸 4.2% 

その地 21.6% 

〈
艮肺 7.4%

1. li; 5.6% 

晴 31.6%1
スイ臓 4.2%

肝障 6.4%

子宮 9.0%

乳がん横診

/ 

小腸大腸 5.6%

置腸 4.4% 

その也 25.8% 

地
域
住
民
の
健
康
を
考
え
る

札
幌
医
科
大
学
移
動
病
院
が
米
町

事
業
内
一
環
と
し
て
、
地
域
住
民
的

健
康
増
進
の
た
め
に
診
療
を
お
こ
な
う

ほ
か
、
医
学
知
識
の
普
及
と
啓
輩
を
図

る
た
め
の
講
出
会
が
八
月
二
日
町
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

八
月
三
自
国
保
病
院
に
お
い
て
、
第

一
内
科
、
皮
膚
科
、
整
形
外
科
、
眼
科

と
診
療
が
な
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
時
間

的
な
こ
と
か
ら
酷
療
が
で
き
な
い
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。

受
診
者
は
一
二
八
人
と
な
り
、
そ
門

主
な
内
容
は
、
集
団
検
診
を
受
け
て
い

た
り
、
通
院
中
で
あ
っ
た
り
し
て
い
る

方
で
あ
り
ま
し
た
。

町
内
に
な
い
科
目
は
、
こ
の
機
会
に

是
非
と
の
方
も
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

第
却
回
管
内
婦
人
大
会

九
月

一
日

;
二
一4
M
ま
て
は

/
征
凶
月
間
し
で
す
。

カ
ン
に
よ
る
死
亡
者
は
遂
に
全
川
で

叱
凶
の
第

一
位
と
な
リ
、
(
北
尚
辺
で

は
昭
和
五
十
一
一
年
よ
り
死
凶
の
第
一
位
)

特
に
働
き
雌
リ
何
年
令
附
に
多
い
と
こ

ろ
か
旬
、
そ
の
相
夫
は
制
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
リ
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も

全
化
者
向
凶
人
に

一
人
は
ガ
ン
で
命
を

治
と
し
て
い
ま
す
叩

日
本
人
的
ガ
ン
の
半
数
以
上
は
悶
ガ

/
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
死
亡
数
も

到
位
向
場
合
は
世
界

一
で
、
そ
の
山
ガ

ン
の
早
期
発
見
と
治
擦
の
技
術
む
世
界

一
な
の
て
す
。

日
本
人
向
ガ
ン
を
部
位
別
に
み
る
と

次
の
と
お
り
で
す
。

ガ
ン
は
初
期
に
は
技
杭
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
て
白
，ば
症
状
で
発
見
す
る
こ
と

は
雌
し
く
ガ
ン
同
大
部
分
は
、
無
正

状
と
思
っ
て
い
た
人
的
中
か
り
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
フ
な
杭
状
が
あ
」
り
わ
れ
た
と

き
は
ガ
/
で
あ
れ
ば
肱
っ
て
お
く
と

下
遅
れ
に
主
り
ま
す
向
で
、
す
く
専
門

医
で
法
て
も
」
り
い
ま
し
ょ
フ
。

医学知識の普及につとめる医矢講師 l

七
月
二
十
五
日
に
今
金
中

学
校
に
お
い
て
、
六
五

O
人

の
参
加
者
の
も
と
に
開
催
、

講
師
と
し
て
札
幌
市
苛
少
年

婦
人
活
動
協
会
専
門
貝
、
川

品
利
子
さ
ん
を
招
き
寸
地
域

に
お
け
る
婦
人
会
活
動
を
ど

う
高
め
る
か
日
向
講
簡
を
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

-一一ヶ
年
計
画
で

あ
り
ま
す
、

一
一十
七
回
大
成

大
会
「
創
造
性
盟
か
な
生
活

を
め
さ
し
て
、
婦
人
の
く
ら

し
と
地
域
づ
く
り
〕
二
十
八

回
江
差
大
会
は
、
具
体
的
実

践
活
動
を
と
お
し
て
今
後
と
う
あ
る
べ

き
か
を
課
題
と
し
て
そ
の
解
決
の
た
め

の
学
習
と
実
践
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一
一
十
九
回
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、

「
些
か
な
暮
ら
し
と
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
ざ
し
婦
人
が
相
互
に
実
践

成
呆
を
も
ち
よ
っ
て
よ
り

一
府
内
進
展

と
向
上
を
図
る
〕
と
い
う
趣
旨
の
も
と

に
学
習
、
各
分
科
会
が
も
う
け
ら
れ
、

そ
の
主
な
内
容
は
主
的
と
お
り
で
す
。

ω農
業
地
域
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
、

社
会
参
加
と
婦
人
活
動
に
つ
い
て

ω棉
業
地
域
に
お
け
る
地
域
づ
〈
り、

社
会
参
加
と
婦
人
活
動
に
つ
い
て

ω市
街
地
域
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
、

社
会
参
加
と
婦
人
活
動
に
つ
い
て

同
青
少
年
内
健
全
育
成
と
婦
人
活
動
に

つ
い
て

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
婦
人
活
動
に

え(

一
、
両
目
的
具
合
が
惑
〈
、
食
欲

が
な
く
好
み
が
変
っ
た
り
し
な

、言

。

ー

ν
カ

二
、
子
宮
お
リ
も
円
や
不
正
出
血

は
な
い
か
。

三
、
乳
乳
房
の
中
に
ン
コ
リ
は
な

、

。

L
カ

回
、
食
道
飲
み
こ
む
と
き
に
つ

か
え
る
こ
と
は
主
い
か
。

玉
、
大
腸

E

小
腸
悦
に
血
や
粘
液

が
ま
じ
っ
た
リ
し
な
い
か
ロ

六
、
肺

喉
頭
咳
が
就
い
た
り

妓
に
血
が
ま
じ
っ
た
リ
声
が
か

す
れ
た
り
し
辛
い
か
。

七
、
舌
・
度
膚
治
リ
に
く
い
泊
叫

は
な
い
か
。

八
、
腎
臓
跨
枕
・
前
立
線
以
内

出
が
悪
か
っ
た
り
血
が
ま
じ
っ

た
り
し
主
い
か
。

早
期
発
見
し
、
病
巣
が
拡
が
ら
な
い

ヲ
ち
に
治
療
す
る
こ
と
が
胤
川
て
す
。

そ
の
た
め
に
も
年
に

一
度
は
、
検
診
を

受
け
る
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

去
る
八
月
-
一
十
九
円

i
三
十
一
日
の

三
日
間
に
わ
た
リ

J
H
脇
耐
輸
診
」
が

あ
り
ま
し
た
が
受
け
た
て
し
ょ
ヲ
か
?

ま
だ
楠
み
を
受
け
て
い
主
い
方
は

来
年
-
一
月
に
ま
た
あ
り
ま
す
の
で
受
け

る
ょ
っ
に
し
て
下
さ
い
。

昨
年
、
町
の
成
人
病
等
の
受
診
奮
は

次
の
と
お
り
で
す
。

つ
い
て

ω交
通
安
全
と
婦
人
活
動
に
つ
い
て

的
健
康
管
理
と
婦
人
活
動
に
つ
い
て

ω少
資
源
消
山
民
生
活
と
婦
人
活
動
に
つ

い
て老

い
てマ

ス
ノ
I
1

若
者
な
ん
て
な
ん
の
そ
の

月
l十第
i一七
』日回
E総高
E合令
P体者
訓育ス
館ポ
lこ l
お y

いった
て会
実が
施八

d 

(4 ) 

206人

30ft 

258人

40ft 

254人

50代;

821人

89人

60代

計

人4
 

以
上
の
ょ
っ
に
町
で

h
っ
て
い
る
楠

診
に
は
柱
民
的
十
人
中

一
人
く
句
い

し
か
受
け
て
い
ま
せ
ん
匂

年
に

一
回
は
検
設
を
受
け
自
分
の

健
康
チ
エ

y

ク
を
受
け
ま
し
ょ

っ。

9 日寺~4時

お問し、合わせは役場福祉課へo

年金相談のお知らせ

国民年金制度推進運動月間です。

9月22日

役場研修室

相談日

ω文
化
活
動
と
婦
人
活
動
に
つ
い
て

等
の
学
習
が
な
さ
れ
ま
し
た
@

全
体
会
場
前
に
お
い
て
は
特
産
品

町
即
売
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
盛
大
な
る

大
会
で
し
た
。

三
三
八
人
が
参
加
‘
ポ
ー
リ
ン
グ
ピ
ン

を
棒
で
転
が
す
「
ピ
ン
的
行
く
え
知
ら

ず
」
ゲ

l
ム
に
応
援
席
は
大
笑
い
。

体
息
時
間
は
盆
踊
か
ら

F
ン
ス
に
至

る
ま
で
披
露
、
地
区
別
の
ど
自
慢
大
会

が
は
じ
ま
る
な
ど
、
と
て
も
和
や
か
で

し
た
。

( 5 ) 

休憩時間のひとときをダンスで

楽しむ老人クラブの人達



構「警い』

で

黒
毛
和
種
が
初
参
加

第
十
九
回
高
産
共
進
会
が
七
月
二
十

三
日
に
今
金
家
富
市
場
て
聞
か
れ
ま
し

た
。
牛
肉
八
十
五
剥
が
集
ま
り
今
年

度
鼎
毛
和
様
二
十
三
頭
が
初
参
加
と
花

を
そ
え
、
注
目
を
集
め
て
お
リ
ま
し
た
。

成
総
は
次
の
と
お
り
。

乳

牛

σ〉
音H

マ
未
経
産
牛

第
一
部

(
五
ヶ
月
以
上
十
ヶ
月
未
満
)

一

位

神

丘

中

野

貞

雄

所

有

牛

二
位

神

丘

伊

藤

実

所

有

牛

三

位

鈴

岡

鈴

木

真

所

有

牛

第
二
部

(十
ヶ
月
以
上
十
六
ヶ
月
未
満
)

一
位

金

原

菊

地

一

昔

所

有

牛

二
位

鈴

同

仲

川

辛

一

所
有
牛

三
位

八

束

佐

藤

明

治

所

有

牛

第
三
部

(
十
六
ヶ
月
以
上
二
十

一
ヶ
月

未
満
)

神

丘

中

野

山

H

雄

神

丘

情

聴

実

所

有

牛

時

間

幅

口

士

山

所

有

牛

第
四
部

(
二
十
一
ヶ
月
以
上
二
十
九
ヶ

位:i立位:

所
有
牛

{立 f立

月
未
満
)

神

丘

情

藤

号事実

所
有
牛

所
有
牛

金
原

菊

t也

真
夏
の
軽
装
で

半
年
は
や
い
、
は
た
ち
の
式
典

夏
町
成
人
式
が
八
月
十
三
日
に
総
合

体
育
館
に
お
い
て
開
催
、
お
盆
休
み
を

利
用
し
て
帰
省
し
た
若
者
た
ち
を
合
的
、

一
五
四
名
が
参
加
、
日
英
公
園
に
記
念

植
樹
を
し
た
り
、
晩
さ
ん
会
、
式
典
と

進
め
ら
れ
記
念
搬
彬
の
あ
と
聖
火
に

三
位

鈴

岡

出

口

第
五
部

(二
段
)

一
位

神

丘

伊

雌

二
位

鈴

開

立

蔵

三
位

鈴

同

出

口

マ
経
産
牛

第
六
部

(三
歳
)

一
位

神

丘

二
位

鈴

同

三
位

押;

所
有
牛

消宏¥li

所
有
牛

所
有
牛

-r可
ド

-F
羽

1
1

山安
本 11事

重晴輝
一 彦雄

所
有
午

所
有
牛

所
有
キ

笹
川
町

第
七
部

(
凶
歳
以
上
)

一

位

神

丘

情

聴

実

二
位

鈴

岡

山

本

哨

彦

第
八
部

(
乳
時
特
別
審
査
)

一
「一

席

鈴
岡
出
家
正
人
所
有
牛

一
t
1

{
二
郎
神
丘
安
藤
輝
雄
所
有
牛

第
九
部

(
乾
乳
)

一
位

鈴

問

鈴

木

二
位

鈴

附

山

本

未
経
産
牛

最

高

位

神

丘

リ
ザ
ー
ブ
神
丘

神
丘

所
有
半

所
有
牛

立肖
彦 n

所
有
牛

所
有
牛

中
野
貞
雄
所
有
牛

伊

藤

実

所

有

牛

経
産
牛

最

高

位

斡

附

リ
ザ

ー
ブ
神
丘

拙
家
正
人
所
有
牛

伊

藤

実

所

有

牛

肉

用

牛

の

部

(
県
毛
利
悼

マ
未
経
産
牛

一
位

八

束

二
位

抑

止

三
位

金

原

マ
経
産
牛

一
位

神

丘

和1
1世

所所所
有有有
牛牛牛

楠凹
f瓜畑

力隆
r~民事\ê，

荒
川l

楠
Jh~ 

降
紀

所
有
牛

よ
る

「
普
い

の
言
葉
」
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
に
よ
る
キ

ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
や
ゲ

l
ム
が
始
ま

る
な
ど
、
ラ
フ
な
雰
囲
気
で
あ
り
ゲ
ー

ム
に
よ
る
カ
ラ
の
声
が
と
び
か
つ
て

お
り
ま
し
た
。

八
月
二
十
九
日
に
は
教
育
委
只
会
内

企
画
に
よ
り

「
怜
山
を
知
ろ
う
」
と
管

内
視
察
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

久
治ふ山山

田
畑
利
雄

所
有
牛

山
本

二
位

時

同

三
位

白

石

木

山

口
取
四
位
八
束

所
有
牛

所
有
牛

馬

。コ

音E

第
一
部

(二
歳
)

一

位

八

束

二
位

白

石中
盟

R庁 戸斤「リt
有有有
国 ，lfJ .1J~ 

I品i

"ド
山杉
田守本
11， 
太幸弘

日仏 {光 1" 

三
位

第
二
部

(
三
政
)

一
位

八

束

岡

林

二
位

白

石

上

田

作

之

助

三
位

神

丘

伊

藤

一
夫

第
三
部

(
凹
哉
)

一
位

白

石

村

上

二
位

白

石

木

山

批

高

位

白

石

見
イ丁

所
有
H
J

所
有
馬

所
有
馬

所
有
馬

所
有
同

所
有
同

正英
胤雄

問
中
努
一

ふ
る
さ
と

青

年

の

願

い

柑
山
支
庁
地
域
背
年
金
識
は
、
八
月

瓦
日
今
金
町
に

来

町

江

差
町
を
姑
め

と
し
て
交
通
安
全
且
一U
リ
レ
ー
を
実

ゼ
ロ

施
、
町
内
を

「
交
通
事
故

D
L
パ
レ

ー

ド

小

百

合
保
有
国
に
お
い
て
、
車
に

気

を

つ

け

ま

し

ょ

う

交

通

ル

ル

を

苛
り
ま
し
ょ
う
と
枇
芝
居
を
見
せ
て
く

れ

園

児

た

ち

は

ιん
け
ん
に
贈
さ
い

っ
て
お
リ
ま
し
た
。

( 6 1 

受
通
安
全
の
紙
芝
居
に
し
ん

け
ん
に
見
い
る
園
児
だ
ち

み
ん
な
の
手
で
、

美
し
く
。

河
川
は
あ
な
だ
だ
ち
の
も
の

河
川
は
皆
川
聞
の
則
産
で
す
。
生
活
関
境
町

一
部
で
あ
り
ゴ
ミ
、
空
カ

ン
矧
の
投
げ
す
て
汚
水
の
た
れ
流
が
し
を
や
め
、
河
川
量
直
に
ニ
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

第
同
国
道
ス
ポ

槍
山
夏
季
大
会

今

金

会

場

パ

レ

ポ

l
ル
大
会
が
七

阿

凶

七
月
四
日

品

町

に

て

月
十
八
日
に
総
合
体
育
館

・
今
金
中
学

一
般

の

部

四

円

住

校
体
育
館
に
お
い
て
聞
か
れ
、

7

7

さ

岡

川

出

七

月

十

一
日
江
差
町
に
て

ん

組

に

人

気

が

雑

路

、

歓

声

と

た

め

且

青

年

男

子

三

位

が

も

れ

て

お

り

ま

し

た

。

一

般

男

子

二

位

各
種
目
的
今
金
町
内
成
績
は
次
の
と

一
般
女
子

一

位

お
り
で
す
。

総

合

優

勝

岡

ハ

阻

七
月
一-
一
凶
日
奥
尻
町
に
て

司

叶

斗

七
月
十
八
日
今
金
町
に
て

一
般

的

部

優

勝

同
什
川
」

?

?

さ

ん

二

位

総

合

準

優

勝

総

合

三

位

一
軒
球
一

七
月
三
、
四
日
熊
石
町
に
て

一
ソ
Z
ト
白

七
月
十
八

日

瀬

棚

町
に
て

I
l
l
l

優

勝

市

H
川
」

一
回
戦
に
て
敗

阿

川

凶

七
月
四
日

間

ハ

四

七
月
十
八

日

北

楠
山
町
に
て

女

子

の

部

総

合

三

位

乙
部
町
に
て

三

位

C71 



司

到

八

月

一

日

l
l
11
青
年
同
部

一
般
の
部

総

合

同
凶
]
八
月
一
日

青
年
同
部

一
般
的
部

総

合

勝位位町

て

上
ノ
国

三準
優

厚
沢
部
町
に
て

四

位

優

勝

増
優
勝

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

イ
ン
4

フ金1，000人パレード、電々職員も参加。ますます盛大

望書
多

|高橋竹山・竹与コンサート

七
月
十
六
日
夜
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
コ
ン
サ
ー
ト
が
聞
か
れ
、
四
八

O

人
向
聴
衆
者
が
聴
き
ほ
れ
、

三
味
綿
に

合
わ
せ
て
歌
う
な
ど
、
か

つ
て
な
い
熱

い
ム
ド
で
し
た
。

第

一
部

は

竹

山

町

唯

一
町
内
弟
子
で

あ
る
竹
与
に
よ
る
「コ
一
味
綿
よ
さ
こ
い
し

自
作
の
即
興
地
で
あ
る
寸
三
味
綿
く
と

き
」
等
、
抽
事
と
欧
が
あ
り
、
第
二
部

は

竹

山

内

「

三一
味
組
じ
ょ
ん
か
ら
L

「
津
軽
山
歌
」
叩
興
山

「
岩
木
」
と

民
話
曲
が
メ
ド
レ
ー
と
な
っ
て
竹
与

の
歌
と
告
審
が
あ
り
、
三
味
の
哀
愁
に

酔
い
、
ま
た
合
う
日
を
約
束
、
万
場
内

喝
采
を
あ
び
て
お
り
ま
し
た
。

第
ロ
困
産
業
ま
つ
り

八
月
十
四
日
今
金
小
学
生
の
鼓
笛
陣

パ
レ
ー
ド
に
よ
り
開
幕
唱
霧
雨
の
な
か

で
道
南
選
抜
少
年
野
球
大
会
や
盆
栽
展

示
会
等
が
あ
り
ま
し
た
.

十
五
日
に
は
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
や

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
農
産
物
試
食
即
売
会

や
牛
肉
試
食
会
な
ど
が
催
さ
れ
、
最
大

の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

十
六
日
は
最
終
メ

ン
で
あ
り
ま
す

純
明
競
技
が
あ
る
な
ど
、

一
、

0
0
0

人
踊
り
パ
レ
ド
で
は
、
町
長
を
は
じ

め
と
し
、
今
金
婦
連
協
、
農
婦
連
協
、

今
金
老
人
ク
ラ
ブ
が
協
力
参
加
古
今
年

度
か
ら
電
々
公
社
職
只
の
初
参
加
、
役

場
職
員
と
、

一
段
と
盛
大
さ
を
増
し
、

三
日
間
延
概
算
人
民
は
一
万
二
千
人
を

超
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

子供だち人気はこのへんに

~ 
像

首
H
U

{
一
粧
図
書
〉

斉

藤

憐

1
星
へ
の
切
杵

宮

本

理

l
き
ん
し
ゅ
う

釣

洋

一

沖
回
総
司
の
手
記

砧

悶

順

司

わ

が

m
H
容
の
沖
田
総

司

新
人
物
往
来
沖
田
総
司
の
す
べ
て

山

口

瞳

1
木
挫
の
花

古
川
英
治
|
全
集
(
三
十

一
巻
)

広
津

桃
子

i
石
路
の
花

日

城

修

三

極
的
木
県
り

中

沢

け

い

野

ぷ

ど

ヲ

を

摘

む

立

松

和

平

太

陽

の

王

川

端

康

成

金
集
(
二
一十
二
巻
)

高
橋
挟

一
郎

伸

干

県

井

千

次

l
祭
地

早
瀬

圭
一

長
い
命
の
た
め
に

海

地

久

校

忘

れ

句

れ

た

も
の
の
暦

岩

崎

判

怯

浅

い

眠

り

畑

山

博

人

生

町

忘

れ

も

町

木

村

梢

l
功
、
大
好
き

野

田

秀

樹

i
空
見
た
子
と
か

門

団

事

明

白

い

野

望

三
田

誠

広

野

辺

送

り

の

明

池

坊

保

子

娘
と
私
内
出
発

森

村

誠

一
1
悪
魔
の
飽
食

士
志
田
和
恵
ー
あ
ふ
れ
る
霊
に

た
京

宣

主
ー
す
是

η
毎

:
1
1
4
1
1
c
J
 

戸
川
措
佐
武
佐
藤
栄
作
と
高
度
成
長

大

原

高

校

訓

排

館

彬

絵

立
原

正

枇

主

蝉

武
田
鉄
矢
心
が
か
ぜ
を
ひ
い
た
ら

a 
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'一一一一一寸

4
J

供
は
身
近
立
大
人
が
何
」
り
か

の
職
業
を
持
っ
て
い
る
円
で
、
自
分

は
大
き
〈
な
っ
た
句
何
に
な
ろ
う
か

と
か
な
り
早
い
時
期
か
」
勺
考
え
て
い

ま
す
.
当
初
は
楳
然
と
し
た
も
の
で

外
見
的
に
目
立

つ
.
華
や
か
な
も
の

に
あ
こ
が
れ
‘
し
だ
い
に
自
分
町
家

来
そ
れ
に
な
リ
た
い
か
ど
ヲ
か
と
い
ヲ

aい
か
句
、
姉
き
嫌
い
が
述
べ
ら
れ
ま
す
.

職
業
意
欲
と
は
将
来
そ
の
職
業
に
つ
き

た
い
と
い
う
願
望
で
す
。
こ
札
に
も
、

何
と
な
く
や
っ
て
み
た
い
と
思
つ
段
階

か
勺
ど
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
実
現

し
た
い
と
望
ん
で
い
る
段
階
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
.

則
的
ザ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
枇
近

町
女
の
4
J
は
自
分
の
将
来
を
よ
く
巧
え

て
い
ま
す
。
た
た
お
臨
さ
ん
に
な
り
た

い
と
い
う
円
は
少
な
く
、
仕
市
中
を
し
た

い
と
望
ん
で
い
ま
す
.

職
業
の
選
択
と
父
親

一一
山挫の

4
仙
川
、
学
校
的
成
制
な
ど
を
基

礎
に
し
て
現
笑
的
に
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
.

職
業
に
つ
い
て
町
附
心
は
職
業
知

減
、
職
業
興
味
‘
職
業
苦
欲
と
に
分

け
句
札
ま
す
。

職
業
に
つ
い
て
イ
供
が
持
っ
て
い

る
知
繭
は
貸
料
主
も
の
で
-
」
く
表

面
的
な
こ
と
し
か
知
っ
て
い
ま
せ
ん
。

職
業
興
味
と
い
う
の
は
、
日
町
き
と
か

川
崎
い
と
い
フ
百
誕
で
表
さ
れ
る
も
の

で
す
。
チ
供
向
場
合
は
、
自
分
が
杵

!こ寄せて「敬老の日J

敬老の日・老人福祉週間二二コ[9月-1.5日-21日

詫?

武存

摩ま

俊t

ι
1
供
が
職
楽
に
つ
い
て
考
え
た
リ
請

し
た
り
す
る
と
き
に
、

一
番
い
い
相
談

相
手
に
な
る
の
は
や
は
リ
父
親
で
す
.

ザ
供
が
例
え
ば
曲
科
医
に
な
り
た
い

と
百
っ
た
ら
.
曲
科
医
に
生
る
た
め
に

は
ど
ん
な
勉
強
が
必
要
か
、
こ
町
職
業

的
お
む
し
ろ
い
告
は
何
か
、
つ
ら
い
こ

と
や
古
し
い
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
め

か
を
.
そ
の
寸
供
向
年
齢
に
応
じ
て
話

し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
.
歯
科
技
工
士

と
ど
こ
が
逃
ヲ
の
か
、

一
般
的
医
者
と

ど
ニ
が
共
辿
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

現在、わが国のお年寄り (65車

以上)は l千万人を越え、総人口

町約 9%を占的ています. この割

合は今桂ますます増えるものとみ

られ、 33年後町昭和田年には20%

を超えると予想されています.

5人に l人がお年寄 ηーー一高齢

者問題は今や国民全体的課題であ

ると曹えます o 9月15日は「敬老

町白山 15日一21日は「老人福祉週

間」です。 お年寄 ηと心の健康に

ついて、長谷川和夫聖マリア ンナ

医科大学教授(精神科学)にお結

をf司、、ま した。

一一一一一一一一

害金保育所で理般車と遊具用の : 

極を改良、幼児をの世て荷車叡歩。

(記事と{玄関係ありませんJ

円相なる
で 榊 閥 L 寸

す疾速と館
。!品 を冒I全
を持いな
引つま精
きてす神
起 お が は
こ り 、 健
す 、心 全
こ体とな
と 肉 体 肉
が 荊は 体
多気密に
い が 按 宿

と
り
わ
け
、
お
年
寄
り
の
場
合
は
、

風
邪
を

U
い
て
寝
込
ん
だ
り
、
手
術
な

ど
で
し
ば
ら
く
入
院
し
た
り
す
る
と
、

う
つ
病
や
ポ
ケ
症
状
に
な
り
や
す
い
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
.
で
す
か
ら
、

年
を
取
っ
た
ら
健
康
に
十
分
注
意
し
、

重
い
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

も
型
僻
で
き
る
よ
っ
に
説
明
す
る
こ

と
が
大
胡
で
す
。

t
T
供
が
未
熟
で
は

あ
っ
て
も
、
ま
じ
め
に
聞
い
て
い
る

の
に
か
ら
か
つ
よ
ヲ
な
態
度
で
接
し

て
は
な
リ
ま
せ
ん
.

幼
い
と
き
に
望
ん
で
い
た
職
業
に

つ
く
人
は
柿
(
ま
れ
)
で
す
.
父
親

か
ら
い
ろ
い
ろ
と
説
明
を
聞
き
、
好

(
ヲ
)
余
曲
折
を
経
て
職
業
は
決
定

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
父
親
的
配
胞
を

感
調
し
、
立
っ
か
し
く
思
い
出
せ
る

人
は
幸
悩
で
す
.

(
東
京
都
立
大
掌
粧
授

・
川
市
理
学
}

「城誠験炉一

こ
と

l
lこ
れ
が

J
む
の
健
康
e

を
保

つ
上
で
何
よ
り
も
大
切
な
条
件
と
言
え

る
で
し
ょ
ヲ
.

ゅ
の
病
気
で

一
番
多
い
の
は
コ
つ
つ
病
L

体
的
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る
柑

神
疾
忠
の
っ
ち
で
最
も
多
い
の
が
、
う

つ
状
態
(
う
つ
病
)
で
す
.

う
つ
状
態
に
な
る
と
、
人
間
や
物
事

に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
、
顔
の
表
情
や

問
に
も
生
き
生
き
と
し
た
と
こ
ろ
が
な

く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
不
眼
に
陥
っ

た
り
、
不
安
感
に
襲
わ
れ
た
り
、
食
欲

が
極
端
に
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
.

お
年
寄
り

道産米消費拡大に 海水浴、魚つりの事故に

ご協力を.グ お気をつけください。

道産米の混入率の高いお米を、
海水浴は指定され芝ところで、つり舟
に乗るときは定員を守り、必ず事長命胴

登録小売庖からお求めください。 衣をつけてください。

て
経
済
的
自
立
が
困
難
に
な
る
と
同
時

に
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
長
い
、
と
き

に
は
生
き
る
目
的
す
ら
見
失
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
.
老
人
的
場
合
、

こ
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
机
央
体
験
が
重

な
っ
て
起
こ
り
ま
す
の
で
、
内
複
合
性

損
央
仰
と
も
い

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
商

ヒ
、
う
つ
状
態
に
陥
っ
た
り
、
強
い
被
害

答
者
意
識
に
か
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
.

う
つ
状
態
に
あ
る
お
年
寄
り
は
、
自

分
自
身
を
仰
本
当
に
だ
め
だ
。
と
恩
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
単
な
る
言
葉
町

と
心
の
健
康

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

大
学
教
授
・制
神
科
学

お
年
寄
り
が
、
体
的
病
気
を
苦
に
し

て
自
ら
の
命
を
断
つ
と

い
っ
た
捕
ま
し

い
記
事
が
新
聞
な
ど
に
出
ま
す
が
.
そ

の
多
く
は
、
う
つ
状
態
に
よ
る
こ
と
が

大
き
な
原
因
と
恩
わ
れ
ま
す
.

定
年
退
臓
ガ

原
因
と
怠
る
こ
と
も

と
こ
ろ
で
、
う
つ
状
態
主
引
き
起
こ

す
要
因
と
な
る
の
は
、
体
的
病
気
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.
自
分
を
取
り
巻

く
生
活
環
境
や
社
会
的
状
況
の
急
激
な

変
化
も
、
う
つ
状
態
を
生
む
原
因
の
一

つ
で
す
.

例
え
ば
、
定
年
退
職
。
退
職
に
よ
っ

長
谷
川

和
夫

上
で
の
慰
め
や
励
ま
し
は
、
か
え
っ
て

自
信
を
央
わ
せ
る
結
州市
に
終
わ
る
こ
と

が
み
り
ま
す
.
大
切
な
こ
と
は
、
例
え

ば

「今
は
病
気
で
苦
し
い
が
、
き
っ
と

良
く
な
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
の
辛
抱
で

す
よ
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ま
ず
、
お

年
帯
り
の
世
か
れ
て
い
る
状
況
を
そ
勺

く
り
受
け
入
れ
そ
円
上
で
励
ま
し
、

支
持
し
て
い
〈
こ
と
で
す
.

家
族
の

一
員
と
し
て
の

役
割
を
与
え
よ
う

老
人
の
う
つ
状
態
で
は
、
物
忘
れ
が

ひ
ど
く
な
り
ま
す
.
一

見
.
痴
栴
の
よ

う
に
見
え
ま
す
の
で
、
仮
性
痴
呆
と
呼

-外地の集結地において総領事館などに預

けられた証券などのうち日本に送還され

たもの

o 0 

返還の申し出は、ご本人ばかりでなく、ご

家族の方でも結構です。お心当たりの方は、

上陸港を所轄する税関または最寄リの税関へ

あ、問い合わせください。

終戦当時の引揚者の方々へ
一寸断・証券などをお返ししています一一

税関ては、あ、預かリレている次の通貨・証券

などをあ、返ししています。

・終戦後、外地から引き揚げてこられた方が、

上陸港の税関、海運局に預けられた通貨・

証券など

ば
れ
ま
す
.
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
仮

性
、
つ
ま
り
痴
呆
の
よ
う
な
状
態
の
こ

と
で
あ
っ
て
、

脳
内
老
化
や
血
管
障
害

に
よ
っ
て
起
こ
る
老
人
的
痴
呆
と
は
典

な
り
う
つ
摘
が
治
れ
ば
、
仮
性
痴
呆
は

治
り
ま
す
.

ま
た
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
か

ら
と
い

っ
て
「
あ
ん
た
は
ポ
ケ
た
ん
だ

か
ら
」
と
痴
呆
級
い
さ
れ
家
族
的
枠

か
ら
は
ず
さ
れ
る
こ
と
は
ど
、
お
年
寄

り
に
と
っ
て
悲
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
.体

的
併
す
限
リ
適
度
な
迎
動
を
さ
せ

た
と
え
底
的
抑
除
当
番
で
も
い
い
で
す

か
ら
家
族
同
一
日
と
し
て
の
役
割
を

与
え
る
こ
と
.
同
時
に
‘
他
人
と
の
交

際
や
社
会
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
家

族
み
ん
な
が
パ

J
tプ
す
る

l
|

こ
う
し
た
こ
と
が
、
ポ
ケ
を
防
ぐ
大
切

な
条
件
で
す
.

お
年
寄
り
の

能
力
に
応
じ
た
手
助
け
を

お
年
帯
り
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
潜
在
的
な
適
応
能
力
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
能
力
に
応
じ
て
お
年
寄
り
の

手
助
け
を
す
る
こ
と
こ
そ
周
り
に
い

る
わ
た
し
た
ち
の
賀
任
と
宮
え
る
で
し

F
e

、勺

J.
老
年
期
は
、
や
が
て
は
だ
れ
の
上
に

も
勧
れ
ま
す
.
“
お
年
寄
り
と
心
円
健

康
H

は
、
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
重
要
な
テ

!

?

な

の

で

す

。

(

談

)

(10) 

(11 ) 
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":1・梅山管内町村職員の採用資格試験 ・手話通訳者、育成講習会の実施に I~ 
:1 について ついて |γ 

1、採用予定町 111実地開始 57.10. 7(木)午後 6'30-8:30 ム
t:l初組ー脚部町大成町 今金町 毎出木凶日 2年間 i: ;1 上級=今金町 (2笑施場所 江差町公民館 |山

1 2、受験資格 (剖問い合わせ、述絡先 1" 
111初級~ S 36 . 4 . 2-40 .4.1 までに生まれた者 楠山支庁社会福祉課制祉係まで泣話1395② 10 1 0 1品

:ト議iiiJfi:;;ニ生まー .海上保持学護学生募集について li 
語| 江桂町、北楠山町、奥比町 受付期間 9Fl16日-29日まで l'盟
主14、受付期間 試験日 llJ'l13日 14日 |剖

SI 9 H 1日-9月218まで 試験地函館市 I 

R付|巾帖込先、 お I山II恥l
| ‘ ¥ 干O例40函館市j海毎伴町2剖4-4 宮 @431 1 聞

1<><><><><珂込i住住A 民の到動IJ1態怠，，¥<珂H 珂><><><><><>司べも_.:::r....t==.....L...._..........._h-......_ .. 
F計1'------、 て--------'1 .郵便局からのお知らせ |陪空
岩到 6 ..... "'''1.'' .... .1...'_ .1，+/. l.r.JJ/"， .... .l...J-，.~~.. +..... ，-1-. rL..J.，.，!-~ +... _ ¥ 明J --__ . _， y 1>郵{悦副物に平故I!蝉郎使物カが《つカか‘ない、 中身カが"訟iか， <な、、サ11;ζ 

8，875 

4，315 

(-8 ) 骨
( 7) i のあった場合、郵促川へお申し出ください。 I(
( l) t bziE制作を調査し、その結晶をお知はします。 i超

国 ; ' " ~ I> ，~l似貯金円削け入れや払いもど し を さ れないまま 10年!旨
11 ν X を過ぎると貯金原簿を保管 Lている地方貯金崎から、ご

4，560 1 
ヲ l

直I~おたん じ ようおめでとう 』 利用を進めるil鈎 l告をお送りしますが辿知を受けてか句 i田
旨1:石 掛 さおリ 6 )j 22凶 ( 仁 民主)金 y.. 6 2ヶ Hを過ぎてもご利刑がないときは貯金内側け主と L 1縄

牧山 IH (- 6月24B (久川l 長女)極 川 ての権利がなくなリます.

引町向 睦思 6)j訪日 ( 辻皇 制 ) 卜7 〆ケシ j 通知Pi!~ 1Jf/úÌきました句郵 fJJ.! J"jの窓口でこ:fU ，i~ <ださい。 I~
"持内禿典 6月30日 (i苫一二 3~n 曙 町円 一

首 川J
苅 b1 ""宅 7 月 2 日(苧;t!..~ ，1:';: lJ~ )南 224呈 o __~~'I/ .:az.r.t:=' 

心|渡辺問時 7} 116日 (勝博民男)神 丘~ 1・9月の当番医 |ど

I~I 民谷川 lli 奈 7 J'I 16日 (賢治山)大相回r8 I ，~日 北楠山町国保病院 宮④ 53 2 1 、
川今世f 占 lム 7H旧日 (よ光州)草 41. ? 1 12日 今金町岩間医院 国 o0 5 7 

~I 村上朋忠 7 Fl 28~ 1伸 一 民女)商 工凶 地 6 15日 今金町国保梢臥 H② 0221 lri 
~I よ場町人 7 )j 31日(..JA 段見)白 石 i 1 19日 今金町í:~'- fjJ医院 E② 0324 10 

il峰山尚 世 8111 H 1政非民男)向長町 XI 23日 北楠山町平医院 HG)5011 也

j社組叫 1" 8 月 4 臼(牒昭長出)大和町 ~ 1 26日 北楠山町国保梢院 E ④ 5 3 2 ぐ

錦地貞夫 8)j 4日 (i内庁民男) 日 進 c 目 --， 1;:' 
l!1有川知r 11 8月 11日 (明強長女)本 町 t 、 1 Ill!( 

ぐ I ~いつまでもおしあわせに i ・台風ジーズン到来 I I ~ 
:， 1 町河正主 (ト マンケン)~米田良(- 1末広 町 ) 月 災沓が発生しやすい手間iとなリました。テレビ . 1 1口

判 長谷川修一(日 巡)叫 野二三千代 (大 和町) ラジオ内情報にされ、控物!iiti，世帯川崎をし 110 

"'1 阿知地一辺 (八 時町)ー多国久子 (札制市1 ~ てください 11日
ゴ|柳i期尚!ム(帥川 .. ;;{ HiJ) =前川 蝉(市北町1 X 8 月 30~-9}.J5~ まで防災 j!!!!H.IJとな っ ており |て

~ I 佐々木Jl.(t 学 (本 Jム町)~枇元幸(- (制 航 市) ます。 11ム
~I 撞お〈やみもうしあげます ~ -: l;c 
干|村 上ヤヲ 7 )j 7日 9 0崎 中陣 r~1 i 1・創立20周年を迎えだライオンス了 10
J11f LL ;121 ;;2 21;132i | クラブ I~ 
1122Z代長 ;iz; ;;Z Liftj | 「愛と希望の音楽祭j I~ 
睡| 幅 u í~太郎 8月 4日 7 7税 蹄同第 二 Y 1 創立20閃'1三を記念して主人に置を.若人に希望 10 

I:lI加藤 イサヲ 8月10臼 7 7政 トマンケシ 目 | をの馴いをこめて出発会等を集地することになリ |口

口|古川サク 8 J114日 7 1 i証拠 沢~ 1 ました 和

01安藤アイ 8月17日 8 6政 南 町~ 1 B 時 10H3日刷、開場12時却分|制出13時 |必

c 1 _ . y 1 場所今金町総合体育飢 1-' 
わ1-<><><><><:><><><:><><><><:><><><><><><><><><><><.><><><吋 Am-i"L 4m='H {Ã tß"x FQl ~/:.. o ul r;l:Il- tl~II .4t | 宇一、 | 入場料 無料 (入場務理券を 9)j 15日より全H4' 【

必 、 | 業所にて配布致しますJ I ~ 
...>1 r発 行/北海道今金町役場1 梨凶等札幌市民交判吹奏楽団・札帆吹奏楽団 1::2 1| l T創附② 011 1番 コ J山 せせらぎコーラスはま |蒋
~ I L編集/企画 課広報係J なすコーラス |【

長 I~
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